
◆教会共同体の祈祷課題◆ 

①病をはじめとする、様々な困難の中にある兄弟姉妹や台風の被害にあった地域の人々に、主の守りと

平安がありますように。 

②ウクライナへの軍事侵攻が平和的に解決されますように。国々の指導者にイエス様の心を与えてくだ

さい。 

③教会のリーダーシップが成熟していく過程において聖霊の導きがありますように。 

④日曜学校：勉強や体調の面で神様からの守りがあるように。神様の国が広げていく、キリストの弟子とな

る子ども達であるように。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
  
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

2 部礼拝 10：00          

説教：堀江 佳奈 牧師 

司会：阿久津 和生 伝道師                      

 

前奏 

招きの言葉・黙祷･････････････････････････・･･･････････････････････････一同 

  私たちの信仰告白･･････････････使徒信条･････････････････････････一同 

讃   美･･････････････････････････････････････････････････････････一同 
代表祈祷･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・････････････阿久津 和生 伝道師 
私たちの祈り････････・・・・・･･･････主の祈り････････････････････････････一同 

聖書朗読･･･････････････・歴代誌下 36 章 22 節-23 節・・･････････････司会者 

説   教･「主の民に属する者は誰でも、上って行くがよい」･･堀江 佳奈 牧師 

献金讃美･･････････・・･･･・新聖歌 436 番･････・･・･・・･･････････一同 

献金祈祷･････････････････････････････････････････････････････････司会者 

頌   栄････････････・・・････････新聖歌 63 番･････････････････････････一同 

  祝   祷･････････････････････････････････････････････････････････説教者 

  後奏 

歓迎の挨拶・お知らせ・共同体の交わり････････････････････････････････一同 

 

※礼拝中に起立を促すことがありますが、 

各自の判断でお座りいただいても構いません。 

ヨハン東京キリスト教会日本部 
担任牧師：洪石杓 担当牧師：堀江佳奈 

[〒169-0074] 東京都新宿区北新宿 4-30-2 
Tel.03-5338-6411 / Fax.03-5338-6414 

 
 
 

 第 27 巻 51 号                     2022/10/2 

 
 

礼拝案内 

礼拝 説教者 時間・場所 説教箇所・題 

ラブリーキッズ 

久保田 美穂  

オンライン 
列王記上 11 章 26 節-12 章 33 節 

「わかれた おうこく」 

スマイルキッズ 
9:00 

ビジョン A 

列王記上 11 章 26 節-12 章 33 節 

「分かれた王国」 

中高等部 阿久津 和生 
13:00 

ビジョン B 
歴代誌下 33 章 12 節-16 節 

「神の救いと日々新しくされること」 

ブレッシング部  何 虹燕 
10:00 

ドリームルーム 
ヨシュア記２章１１節 

「ラハブと二人の偵察隊」 

３部礼拝 

（韓国語・通訳） 
金 鉉 

12:00 

第一礼拝堂 
ルカによる福音書 4 章 31 節-37 節 

「知ることより関わること」 

4 部礼拝 

（英語） 
三澤 悠 

12:00 

ビジョン A 

2Chronicles36:17-23  

“Guidance under the Hope.” 

6 部礼拝 

（中国語・通訳） 
朴 日永 

14:00 

第一礼拝堂 

ヨハネの手紙三 1 節-12 節 

「真理は人の心を明らかにさせる」 

たき火のわ 申 基豊 
17:00 

ドリームルーム 

ヨハネによる福音書 11 章 1 節-16 節 

「私が必要なもの、私に必要なもの」 
 
 
 

【Step by Step通読の手引き】◆ 
◆コロサイの信徒への手紙－AD60年前後、パウロが投獄中に書いた手紙の 1つ。パウロは、コロサイ
教会の聖徒たちを惑わしていた偽りの教え（多神教に由来する神秘主義やユダヤ教の律法主義）、そ
してそこから生まれる偽りの生活について批判し、それらを遥かに上回るキリスト論と信仰に基づく生活
の勧めを展開している。この書の構成は以下である①1:1-23 高くあげられたメシアとしてのイエス、
②1:24-2:5 自分が投獄によって遭わされている苦しみはそのイエスのためである③2:6-23 コロサイの
聖徒らをイエスから引き離そうとする偽りの教え、④3 章-4 章イエスのよみがえりの命にアクセスした新
しい生き方。1:15－20 に記されたメシアの詩は大変秀逸であり、パウロは手紙の中で何度もそこに立ち
返っている。(参考文献;Bible project「コロサイ人への手紙【概観】」 、M・C・テニイ「新約聖書概観」) 
◆フィレモンへの手紙－パウロがフィレモンという人物に宛てた個人的な手紙。この手紙はコロサイ信
徒への手紙とセットのようなものであり、先の手紙でパウロが勧めた新しい生き方の実践、特に赦しへと
招くものであった。フィレモンはコロサイ教会の聖徒で裕福なローマ市⺠であった。手紙の中でパウロ
がフィレモンに赦してほしいと頼んだ相手であるオネシモは、元々フィレモンの奴隷であり、主人の家で
窃盗を働いて逃亡した後、不思議な導きで獄中のパウロと出会い回心してイエスの僕になった人物で
あった。パウロは両者の和解を願い、自分の元にいたオネシモをこの手紙とコロサイ信徒への手紙を持
たせてコロサイに送り出したのであった。この書の構成は以下である①1－7挨拶と交わり、②8-20パウ
ロの願い、③21-25 別れの挨拶。 この手紙は、キリスト者の新しい生活とは、自分に対して罪を犯した
人間を赦し、主にある兄弟として再び迎え入れることなんだということを最もよく描写しているものであ
る。(参考文献;Bible project「フィレモンへの手紙【概観】」、M・C・テニイ「新約聖書概観」) 



◆本日の聖句◆ 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
     

                       

 

 

 

 

 

 

 

   ◆お知らせ◆                 
【使徒信条】 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエ
ス・キリストを信ず。主は聖霊によりて宿り、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに
苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人の内よりよ
みがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に座したまえり。かしこより来たりて、生ける者と死
にたる者とを審きたまわん。我は聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦
し、からだのよみがえり、とこしえの命を信ず。アーメン。 
 

【主の祈り】 天にまします我らの父よ ねがわくは御名をあがめさせたまえ 
御国をきたらせたまえ 御心の天になるごとく、地にもなさせたまえ 我らの日用の糧を 
今日も与えたまえ 我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく 我らの罪をもゆるしたまえ 
我らをこころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ 国とちからと栄えとは  
限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

-歴代誌下 36 章 22 節-23 節- 
22:ペルシアの王キュロスの第一年のことである。主はかつてエレミヤの口を

通して約束されたことを成就するため、ペルシアの王キュロスの心を動かされ

た。キュロスは文書にも記して、国中に次のような布告を行き渡らせた。 

23:「ペルシアの王キュロスはこう言う。天にいます神、主は、地上のすべての

国をわたしに賜った。この主がユダのエルサレムに御自分の神殿を建てるこ

とをわたしに命じられた。あなたたちの中で主の民に属する者はだれでも、上

って行くがよい。神なる主がその者と共にいてくださるように。」 

■執りなしの祈り 
毎主日、祈りの箱を受付に置いています。Prayer 
Nightで兄弟姉妹に執りなして祈ってほしい祈り
課題や、教職者に祈ってほしい祈り課題があれ
ば、その旨を記入して入れてください。祈りの箱
は、プライバシー保護のため、平日は事務室に
置くようにいたします。 
■新来者クラス 
毎週２部礼拝後に新来者のための教会案内の
場を設けています。新来者が来られる場合はぜ
ひ教職者までご連絡ください。 
■多世代食堂「きたよん２５(ニーゴー)食堂」 
教会近隣の方々に神様の愛が伝えられるように、
手作りのお弁当を教会1階フレンズカフェで配布
しています。 
対象：地域にお住まいで食事の助けを必要とす
る子どもから高齢の方まで。事前予約の申し込み
制です。 
日時：10月8日（土）16:30-18:00 
また、お弁当のご予約を受け付けています。兄弟
姉妹の周りの方々で必要な方がいらっしゃれば、
ご紹介いただければ幸いです。下記メールアドレ
ス宛に【お名前、希望食数、ご連絡先】をお知ら
せください。尚、配達は行なっておりません。 
締切：10月7日(金) 
連絡先：kitayon25@gmail.com 
担当:三澤悠伝道師 
■按手式 

10月12日(水)に静岡県国立中央青少年交流の
家「富士の里」にて牧師按手式があります。共に
お祝いすることを希望される方は、教会から車を
出しますので担当教職者までご連絡ください。 
教会出発時間：16:00 
教会到着時間：23:00 
担当:阿久津和生伝道師 
■礼拝部 
ソーシャルディスタンスを保つため、3階礼拝堂の
長椅子を二つセットで配置しています。最近コロ
ナ感染者の減少傾向が見られ、礼拝に参加され
る聖徒が増加しているため座席を元の通りに戻し
ます。 
実施日:2022年10月9日(主)創立記念主日より 
実施方法:基本的なコロナ対策(三密の回避、マ
スク着用、手洗い)を継続する、換気と消毒を徹
底的に実施する、密を避けるため一人ぐらいの
間隔を空けて座る。 
■教職者より 
郭太栄牧師は10月1日(土)-10月31日(月)まで安
息月になります。 

■通読プロジェクト『Step by Step』 
①今週の通読箇所は歴代誌下36章,詩篇60-65
編、箴言28-29、コロサイ信徒への手紙1章です。  
※注目ポイント→詩編61篇「約束を握りしめて祈
る」この詩は、息子アブサロムに追われている時
のダビデの詩なのではないか、と言われていま
す。耐え難い試練の中で、詩人は主に助けを求
めて叫びます。詩人の祈りを見ると、主がいつも
避けどころとなってくださること、継ぐべきものを与
えてくださることなど、主が与えた約束に基づいて
祈っていることが分かります。詩人の祈りを見習い
たいです。私たちも神様に祈りすが、「主よ、御言
葉のこの約束を握りしめて祈ります。どうか聞いて
ください」とか「主はいつもこのようなお方でありま
したから、私にもそれを示し助けてください」など、
神様の約束や御品性に基づいて祈ることはどれく
らいあるでしょうか。聖書を通して主をよりよく知
り、そこに示された御品性や約束を握りしめて祈り
ましょう。苦難の中、心挫けるような中にあって、そ
のように祈る時、私たちの心には確信が与えら
れ、力がみなぎってくることでしょう。 
②LINEオープンチャットは黒いQRコードを、また
公式Twitter「聖書からのつぶやき」はオレンジの
QRコードからお入りください。公式Twitterのアカ
ウント名は、@Stebastebaになります。 
 
 
 

  
■創立記念礼拝(日本部27周年) 
日程：10/9(主) 
特別プログラム 
・映像「I’ll be with you」（reactチーム） 
・特別賛美「花も」（EMチーム） 
記念品のマグカップが準備されています。 
■月初早天 
10月4日(火)6:30～、教会４階で月初早天祈祷会
を行います。新しい一ヶ月を祈りで始めましょう。
Zoomで参加することもできます。 
ミーティングID: 825 3014 4991 
パスコード: 361691 
■共同議会 
本日10月2日(主)、9日(主)、礼拝後に地下マンナ
にて共同議会が行われます。 
【案件】 
①21年度決算報告 
②21年度監査報告 
③韓国部の按手執事から李ゲファン執事と崔ヨン
オク執事の２名が運営委員会の正式メンバーとし
て参加する件。 
《投票方法》 
①10/2(主)現場投票 
②10/2(主)zoomにてURL投票（URLはチャットで共有） 

③10/9(主)現場投票 
④10/9(主)zoomにてURL投票（URLはチャットで共有） 
※URL投票に関してー重複投票防止とした電話
番号の記載をお願いします。記載のない票に関
しては無効となります。電話番号は上記の目的以
外には一切使用致しません。 
・Zoom：ミーティングID: 874 4302 7319 

パスコード: 846892 

日本部の mission statement 
１．私たちは、神様の子供とされた大切でかけがえのない一人一人が集まった共同体です。 

-あなたは愛されるために生まれた人。 

２．私たちは、一人の問題を皆で祈り支えることで連帯し、共に泣いて共に笑う共同体です。 

-信仰生活は団体戦。 

３．私たちは、この地上における神の国の現れと広がりに仕える共同体です。 

-宣教する教会。 
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